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前号より議会広報が変わりました。
町民の皆様に分かりすく読みやすい広報紙を目指します。
右から始まるのが、今までの議会広報記事になります。
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★両面表紙となっています。一般質問は反対側の見開きからご覧ください。

飛び出せ世界へ！　未来へ踏み出す第一歩

（大子中学校３学年　海外語学研修）
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文教厚生委員会研修視察
　６月 18 日に文教厚生委員会の研修視察を実施しました。

　今回の視察先は、「放課後子ども教室」と「放課後児童クラブ」です。

児童の様子・職員の勤務状況・活動環境状況などの現状を視察させてい

ただきました。

　放課後の子どもの居場所作りには目的の異なる２つの事業があります。

Ｑ
放課後こども
教室とは？

Ａ
文部科学省が所管す

る事業で、地域住

民やボランティアの協力

を得ながら、子どもたち

に学習や体験活動、交流

活動の場を提供する事業

です。

Ｑ
放課後児童
クラブ（学童）
とは？

Ａ
厚生労働省（現在は

こども家庭庁）が

所管する事業で、共働

き家庭などの児童を対象

に、放課後や長期休業期

間中に安全な生活の場を

提供する事業です。

項　　目 放課後子ども教室 放課後児童クラブ

役　　割 放課後の学びや体験ができる場 放課後や長期休暇に生活する場

対　　象 全児童 保護者が就労等で昼間家庭にいない児童

所 管 課 教育委員会生涯学習担当 健康こども政策課こども支援センター

大子議会だより No.226　　2



放課後子ども教室の運営状況を確認

放課後児童クラブの運営状況を確認

　放課後の子どもたちの元気に生き生きと活動している様子や職員の取り組みなどを確認した。
児童クラブの外遊びの際、クラブの子供と分かるように紺色の帽子を着用させて安全確保の工夫
をしていた。
　課題としては体育館に空調が無く暑さ指数が基準を超えると体育館が使用できないため、放課
後子ども教室は校舎の一室へ移動する必要があり、放課後児童クラブも校舎を使用しており双方
が接触しないように移動調整しているとの事であった。また、長期休みの夏休みの児童数が増え
る時期には職員の負担が大きくなるとの声と、児童クラブの使用教室には救護室がない為簡易ベ
ッドで対応していた。
　今回の訪問で得られた課題を今後の委員会活動で議論していきたい。

介川秀男 文教厚生委員長コメント

　暑い時期には体育館の使用が難しくなるため、

校舎内の教室を活用して活動していた。また、児

童クラブと活動場所や移動時間を調整するなど、

円滑な運営に向けた配慮が行われている。職員か

らは、より快適な活動環境づくりに向けて体育館

空調整備を望む声も挙がっていた。

　保護者との出欠確認には LINE が活用されてい

る。また、校庭で活動する際は、児童クラブ利用

児童が一目で分かるよう紺色の帽子を着用するな

ど、安全確保のための工夫が行われてた。夏休み

期間は利用児童の増加に伴う職員負担への対応の

ほか、救護室や冷蔵庫などの環境整備が課題とし

て挙げられていた。

放課後子ども教室を視察する様子

放課後児童クラブを視察する様子

　　大子議会だより No.2263



県北中央町村議会議長会
議員研修会の開催

　今年度の研修は、大子町出身である名字研究家の髙信幸男氏を講師に招き実施しました。

　研修テーマは「あなたの知らない名字の世界～名字には隠れた日本文化がある～」です。

　当日は、５町村の議会議員約 70 名が出席し、身近な名字に隠された日本の歴史や伝統文化、

地域特有の広がりについてを拝聴しました。身近な名字の歴史を紐解くことで、先人たちが土地

に残した足跡や文化の奥深さを再認識しました。ユーモアあふれる講演を通じて、地域への愛着

を新たにする有意義な時間となりました。

　町村議会の円滑なる運営と町村自治の振興発展
を目的として大洗町・茨城町・城里町・東海村・
大子町の５町村により昭和 31 年に発足されまし
た。２年ごとに会長等の役員改選を経て事務局
となる町村議会も交代となります。令和８年度、
９年度は大子町議会が事務局となり、各研修等を
実施します。

県北中央町村議会議長会とは

自身の名字のルーツについて活発な質問
があり、講師も熱心にお答えくださいま
した。

７月 10 日（金）に県北中央町村議会議長会の議員研修会を大子町議会の主催で開催しました。

大子議会だより No.226　　
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中学生海外語学研修
報告会

大子町では、今年度初の試みとして中学３年生を対象に５月 31 日から６月４日までの期間、シンガポー
ルに 4 泊 5 日での海外語学研修を実施しました。（今号の表紙写真はそのときの１枚です）

　社会のグローバル化や急速なデジタル化が進む中、次代を担う子どもたちの「国際感覚」や「挑戦する心」
を育てることは、本町の未来に向けた重要な課題です。
　町として初の試みとなる中学３年生のシンガポール海外語学研修は、生徒たちの安全確保や研修効果を確
かなものにするために、令和６年度に議会による現地・視察調査（議会だより No220 号に掲載）を経て、今
年度満を持して事業がスタートされました。

パブリックスピーキング（英語のレッスン） レース・アゲインスト・タイム（英語で行うフィールドワーク）

　アジアをリードする先進的な環境や多様な文化を肌で感じ、一回り大きく
成長して帰国した生徒たち。その貴重な研修の成果を分かち合う研修報告会
が開催され、議長と文教厚生委員長が出席しました。
　生徒からは、異文化に触れて感じたことや英語で伝えることの難しさと大
切さ、自身の成長や町への提案など、それぞれが研修を通じて得た経験や学
びについて発表がありました。

　この度の中学生海外語学
研修は、とても貴重な体験
であったと思う。
　将来有望な中学生のこれ
からの活躍に期待したい。

議長コメント

　　大子議会だより No.226

特 集 ２
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令和８年　第２回定例会
防災道の駅ＷＥＳＴ
　　　オープンに向けた準備が本格化

　　大子町教育委員会委員に  飯
いいむら
村 緑

みどり
  さんを任命

　大子町教育委員会委員の藤田充史さんが、令和８年９月 19 日で任期満了となりますので、その後
任に飯村緑さんを任命することに同意しました。任期は令和８年９月 20 日から令和 11 年９月 19 日
までです。

　　大子町監査委員に  菊
きく
池
ち
靖
やすいち
一  さんを選任

　大子町監査委員のうち町議会議員から選任されている須藤明さんが、令和８年３月 13 日で退任と
なりましたので、後任として菊池靖一さんを選任することに同意しました。任期は令和８年６月 10
日から令和 10 年３月 30 日までです。

　　大子町固定資産評価審査委員会委員に  齋
さいとう
藤範
のり
夫
お
  さんを再任

　大子町固定資産評価審査委員会委員の齋藤範夫さんが、令和８年 10 月 11 日で任期満了となりま
すので、引き続き選任することに同意しました。任期は令和８年 10 月 12 日から令和 12 年 10 月
11 日までです。

　令和８年第２回定例会が６月３日から 10 日までの８日間

の会期で開催されました。

　今回の議会では、10 月 10 日に供用が開始される防災対

応型観光交流施設（道の駅奥久慈だいごＷＥＳＴ）指定管

理者の指定のほか、常陸大子駅空き店舗改修事業、町営宿

泊施設福寿荘再開支援事業などを含む補正予算、町長提出

議案が 22 件、報告３件、議員提出議案２件が審議され、す

べての議案が全会一致で可決・同意されました。

　一般質問では、９名の議員が登壇し、町政全般について

の質問が展開されました。

歳　　　　入 補　正　額
国庫支出金 １，４３８万３千円
地方債 ５，７６０万円

歳　　　　入 補　正　額
町営宿泊施設やみぞ駐車場拡張工事 ４，４２８万６千円
常陸大子駅空き店舗改修工事 １，５４９万９千円
町営宿泊施設福寿荘宿泊事業再開運営費補助金 ５７０万円

一般会計補正予算（第１号）の主なもの

大子議会だより No.226　　

第 ２ 回 定 例 会
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議案
番号 議　　　案　　　名 結果

報告
第２号

令和７年度大子町一般会計予算継続費繰越計算
書の報告について 報告済

報告
第３号

令和７年度大子町一般会計予算繰越明許費繰越
計算書の報告について 報告済

報告
第４号

令和７年度大子町水道事業会計予算繰越計算書
の報告について 報告済

議案
第35号

大子町税条例の一部を改正する条例の専決処分
の承認を求めることについて 原案承認

議案
第36号

大子町介護保険条例の一部を改正する条例の専
決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案
第37号

大子町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案
第38号

大子町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の
専決処分の承認を求めることについて 

原案承認

議案
第39号

令和７年度大子町一般会計補正予算（第 12 号）
の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案
第40号

令和７年度大子町水道事業会計補正予算 （第７
号）の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案
第41号

大子町個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第42号

大子町レンタサイクルの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第43号 し尿収集車の取得について 原案可決

議案第
44号 小型動力ポンプ付積載車の取得について 原案可決

議案
第45号 財産の無償譲渡について 原案可決

議案
番号 議　　　案　　　名 結果

議案
第46号 町道路線の認定について 原案可決

議案
第47号 町道路線の廃止について 原案可決

議案
第48号

大子町防災対応型観光交流施設の指定管理者の
指定について 原案可決

議案
第49号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意

議案
第50号 大子町監査委員の選任について 原案同意

議案
第51号

大子町固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて 原案同意

議案
第52号 令和８年度大子町一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案
第53号

令和８年度大子町国民健康保険事業特別会計補
正予算（第１号） 原案可決

議案
第54号

令和８年度大子町介護保険特別会計補正予算
（第１号） 原案可決

議案
第55号

令和８年度大子町水道事業会計補正予算（第１
号） 原案可決

議案
第56号 ごみ巻き込み車の取得について 原案可決

議員提出議案
第１号

脳脊髄液減少（漏出）症医療改善を求める意見
書 原案可決

議員提出議案
第２号 議員の派遣について 原案可決

第２回定例会 提出議案等と審議結果

第２回臨時会 提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第57号 大子町印鑑条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第58号 観光交流施設建築工事変更請負契約の締結について 原案可決

議案第59号 （仮称）まちなか防災スクウェア整備工事（１工区）変更請負契約の締結について 原案可決

議案第60号 避難所用資機材の取得について 原案可決

議案第61号 令和８年度大子町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第62号 令和８年度大子町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

　第２回臨時会が７月８日に開催され、町長提出議案８件について、すべての議案が全会一致で

可決されました。

　　大子議会だより No.226

第 ２ 回 定 例 会 ・ 臨 時 会
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5月

6月

7月

●議会だより No.225 号発行　〔広報委員〕
●定例全員協議会　〔全議員〕
●全国町村議会議長・副議長研修会　〔正副議長〕
●議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕
●第２回定例会　〔全議員〕
●広報委員会　〔委員〕
●放課後子ども教室・児童クラブ訪問　〔文教厚生委員〕
●鳥獣被害対策実施隊との勉強会　〔参加議員〕
●ジップライン内覧会　〔各議員〕
● Founding Base との議員と話そう会　〔全議員〕
●宮城県涌谷町議会行政視察受入　〔正副議長・文教厚生委員〕
●議会運営委員会及び全員協議会　〔議会運営委員・全議員〕
●第２回臨時会　〔全議員〕
●県北中央町村議会議長会議員研修会　〔全委員〕
●定例全員協議会　〔全議員〕
●広報委員会　〔委員〕
●国道 461 号整備促進協議会総会　〔議長〕
●行政視察（北海道当別町及び洞爺湖町）　〔全議員〕
●県北部幹線道路・水戸外環状道路建設促進協議会総会　〔議長〕
●国道 118 号改修期成会総会　〔議長〕

議員活動を報告します
５月、６月、７月は主に次のような議員活動を行いました。　　※一部抜粋

　令和８年６月 21 日（日）、第 77 回茨
城県消防ポンプ操法競技大会　県北地区
大会が大子広域公園で開催された。
　当日は雨模様により開催が心配された
が、始まる頃には雨も上がり、絶好の大
会日和となった。
　県北地区９市町村の消防団が参加し、
白熱した競技が繰り広げられた。大子町
は「小型消防ポンプの部」に出場し、見
事準優勝に輝いた。
　小型ポンプ操法は、ホースの接続や放

水までの一連の動きを速さと正確さで競
う競技である。号令に合わせて一糸乱れ
ず動く姿や、放水の瞬間の集中した空気
は、見ている側にも緊張が伝わり、「これ
が実際の火災現場につながっている」と
実感させられた。
　指揮者１名と隊員３名が息を合わせな
いと成立しない小型ポンプ操法。そろっ
た掛け声やテンポの合った動きからは、
単なる「競技」というより、地域を守る
ための連携力そのものを見せてもらって
いるようで「私たちの地域は、この人た
ちに守られている」と安心感を覚えた次
第である。

議
長
の
、
あ
る
日
。

須
藤

明

第77回茨城県消防ポンプ操法競技大会
県北地区大会に出席して 連 載

議長が日々の公務や日常の中で感じたことをお届けします。

大子議会だより No.226　　

議員活動報告・議長の、ある日
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「議員と話そう会」を開催

　「大子清流高校魅力化事業にお
ける現状と大子町と高校生の未
来について」をテーマに、事業
の現状と公営塾としての課題な
どを共有し、今後の大子町の高
校生の未来を考える大変有意義
な場となりました。

　議会では、町民のみなさんの声を町に届け、まちづくりに活かす取組として「議員と話そう

会」を継続して行っています。

株式会社 FoundingBase（ことのば）
のみなさんとの意見交換

大子町へようこそ！（行政視察受入）
　７月７日に宮城県涌

わく

谷
や

町
ちょう

議会 教育厚生常任委員会の行政視察を受け入れました。

　視察テーマは、「学校

教育の環境づくりに関す

る取組について」、「結婚

事業に関する取組につい

て」でした。

　今回は、文教厚生委員

会全員で視察研修に同席

し、意見交換も行いまし

た。

　　大子議会だより No.226

議員と話そう会・行政視察受入
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鳥獣被害対策実施隊との勉強会を開催

ジップライン内覧会

　近年、イノシシに加え、ニホンジカの生息域拡大やカモシカ、サギ類

による被害など、我が町の鳥獣被害は多様化・深刻化の一途をたどって

います。

　こうした中、6 月 26 日に議会では、住民の暮らしと農作物を最前線

で守る「鳥獣被害対策実施隊」

の皆さんとの勉強会を開催いた

しました。

　勉強会では、昨年度整備され

た町の緊急銃猟実施マニュアル

についてや現場が直面している

極めて切実な課題について生の

声をお聞きし、今後の町の支援

や専門人材の確保のあり方につ

いて熱心な意見交換が行われま

した。

　大子広域公園オートキャンプ場グリンヴィラに町の新た

な観光の目玉として期待される「ジップライン」の完成に

先立ち、７月１日に内覧会（試乗・視察）が開催されました。

当日は議員らが実際に現地を訪れ、安全対策の確認を行う

とともに、大子の雄大な自然を体感できる新たなアクティ

ビティの魅力を視察しました。今後の観光振興と地域活性

化への大きな波及効果が期待されます。

議員が実際に体験した
ジップライン体験の様

子をこちらのＱＲコードか
ら動画でご覧いただけます。

大子議会だより No.226　　

勉 強 会 ・ 内 覧 会
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常任委員会委員長　挨拶コメント
令和８年４月 10 日から常任委員会の体制が新しくなり、委員長にも変更がありました。
それぞれ新委員長から意気込みを伺いましたのでご紹介します！

　この度、議会運営委員会委員長を拝命しました飯村剛です。本委員会は、円滑で公

正な議会運営を担う重要な役割を果たしております。町民の皆様の多様な声が町政に

的確に反映されるよう、公正で民主的な議会運営に努めてまいります。また、社会情

勢の変化に柔軟に対応し、より開かれた、町民の皆様に信頼される議会を目指し、委

員各位と協力して全力を尽くしてまいります。

　今後とも、議会活動に対する温かいご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。

議会運営委員会 飯
いいむら

村 剛
たけし

委員長

　この度、総務経済委員会委員長を拝命いたしました高村和成です。私たち委員会は、

大子町の経済・産業の活性化と、古くから受け継がれてきた伝統工芸の維持・発展に

取り組みます。大子町は少子高齢化と人口減少という大きな課題に直面しており、地

域の産業や生活環境にも影響が及び始めています。これらを乗り越えるため、地域資

源を生かした産業振興、観光との連携、若い世代が戻りたくなる環境づくりを進め、

町の歴史と文化を守りながら未来へつなぐ活動を進めてまいります。

総務経済委員会 高
たかむら

村 和
かずなり

成 委員長

　この度文教厚生委員会委員長の大任を頂きました介川秀男です。

　子どもたちの健やかな成長を支える教育環境づくり、地域福祉の向上、公共施設の

あり方、そして誰もが安心して暮らせる地域づくりに向けて委員会活動を進めて参り

ます。

　現場の声・実態を丁寧に伺い、改善へとつなげられる実行力ある委員会としていき

たいと思っております。どうぞ宜しくお願い致します。

文教厚生委員会 介
すけがわ

川 秀
ひで

男
お

委員長

　予算・決算委員会委員長を拝命しました川井正人です。

　予算・決算委員会は、決算審査と予算審査を連動させることで、町長等に対し決算

審査を踏まえた提言を行い、次年度の予算・事業に反映させていくことが重要です。

決算審査→提言→予算審査、このサイクルがしっかり機能するよう、チェック機能を

強化し、実効性のある委員会運営に注力してまいります。

　町民の皆様の負託にこたえられるよう、頑張ってまいります。

予算・決算委員会 川
かわ

井
い

正
まさ

人
と

委員長

　　大子議会だより No.226

新・常任委員会委員長コメント
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▽
９
月
２
日
（
水
）
開　
　

会

▽　
　

３
日
（
木
）
休　
　

会

　
　

〜
６
日
（
日
）　　

〃

▽　
　

７
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　

８
日
（
火
）　　

〃

▽　
　

９
日
（
水
）　　

〃

▽　
　

10
日
（
木
）

　
　
　
　

予
算
・
決
算
委
員
会

▽　
　

11
日
（
金
）　　

〃

▽　
　

14
日
（
月
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

委
員
長

川

井

正

人

副
委
員
長

高

村

和

成

委　
　

員

介

川

秀

男

委　
　

員

根

本

厚

子

委　
　

員

飯

村　
　
　

剛

委　
　

員

須

藤　
　
　

明

委　
　

員

福

田

祥

江

大
子
町
議
会
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
議
会
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
例
会
や
臨
時
会
の
様
子
を
生

中
継
す
る
と
と
も
に
、
録
画
配

信
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は

　
　
　
　

←

議
会
中
継
と
入
力
し
て
ク
リ
ッ
ク

　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は

　
　
　
　

←

カ
メ
ラ
機
能
で

読
み
込
む

Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
（
７
７
・
５
Ｍ

Ｈ
ｚ
）
で
も
一
般
質
問
の
様
子

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生

放
送
の
ほ
か
録
音
放
送
も
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
聴

き
く
だ
さ
い
。

放
送
日
や
時
間
な
ど
は
Ｆ
Ｍ

放
送
等
で
お

知
ら
せ
し
ま

す
。 議

会
を
視
聴
し
よ
う
！

※
一
般
質
問
者
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
質
問
者
の
配
信
を
視
聴
で
き
ま
す
。

第
3
回
定
例
会
日
程
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募

し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　

約
10
年
間
、
常
陸
国
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
に
関
わ
り
、
審
査
員

や
大
子
町
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー

ム
の
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
大
子
町
を
元
気
に
し
て
ほ
し

い
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

活
動
を
振
り
返
っ
て
、
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

町
民
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
協

力
的
だ
っ
た
こ
と
が
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、「
リ
ト

ル
ギ
ャ
ン
グ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
課
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
支
え
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

任
期
終
了
後
は
、
現
在
ど
の

よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

　
　
　

現
在
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

演
舞
や
健
康
体
操
の
指
導
を
行
う
ほ

か
、
常
陸
大
宮
市
や
水
戸
市
の
障
が

い
者
施
設
で
リ
ズ
ム
体
操
の
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
だ
い
ご
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
代
表
と
し
て
、

保
育
園
・
保
育
所
で
の
レ
ッ
ス
ン
や
、

夏
・
冬
・
春
休
み
の
子
ど
も
教
室
、

袋
田
の
滝
や
道
の
駅
で
の
ぬ
り
絵
ア

ー
ト
展
示
な
ど
、
地
域
交
流
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
の
経

験
は
、
そ
の
後
の
生
活
や
活

動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
し

た
か
。

　
　
　

協
力
隊
で
築
い
た
つ
な
が
り

は
、
現
在
の
活
動
に
も
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
育
園
や
保
育
所
で
の
指

導
、
小
学
校
で
の
運
動
会
の
演
舞
指

導
、
障
が
い
者
施
設
で
の
活
動
な
ど

を
継
続
し
て
い
る
ほ
か
、
ぬ
り
絵
ア

ー
ト
で
は
子
ど
も
た
ち
に
も
下
絵
づ

く
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い

ま
す
。こ

れ
か
ら
の
こ
と
や
、
大
子

町
へ
の
思
い
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

大
子
町
に
は
素
晴
ら
し
い
魅

力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅

力
を
も
っ
と
活
用
し
、
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
つ
も

温
か
く
見
守
り
、
支
え
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

舩
木

舩
木

舩
木

舩
木

舩
木

Q1Q2Q3

Q4Q5

地域おこし協力隊として
活動された舩

ふな
木
き
裕
ゆ
美
み
子
こ

さんに、当時を振り返っての
思いや現在の活動、大子町へ
の思いについてお話を伺いま
した。

大子議会だより No.226　　12
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【原稿作成】02
STEP

　議会だよりは、広報委員会で掲載内容や構成を協議し発行しています。
各号ごとに委員会を開き、読みやすくわかりやすい紙面作りに取り組ん
でいます。
　議会だよりができるまでの行程をご紹介します。

＜第３回広報委員会＞
ゲラ刷り（試し刷り）を確認・
修正作業を行います。

＜第１回広報委員会＞
掲載内容や紙面構成を協議し
ます。

【企画・構成】
決定した内容をもとに記事を
作成していきます。
議会で一般質問を行った議員
自らが要約執筆をします。

＜第２回広報委員会＞
ページごとに内容や写真を確
認・修正作業を行います。

【原稿確認】

【最終確認】
完成した議会だよりをお届け
します。

【発　行】

01
STEP

03
STEP

04
STEP

05
STEP

一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

▲録画配信はこちらから

　
　
　

町
の
基
金
の
運
用
方
針
と

運
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治
法
や

大
子
町
公
金
管
理
運
用
に
関
す
る

基
準
に
よ
り
保
全
を
最
優
先
し
、

利
率
の
入
札
を
行
い
、
よ
り
有
利

な
金
融
機
関
を
選
定
し
て
元
本
割

れ
の
な
い
定
期
預
金
に
よ
り
運
用

し
て
い
る
。

　
　

県
で
は
令
和
７
年
５
月
に

資
金
管
理
方
針
を
改
定
し
、
預
金

か
ら
債
券
で
の
運
用
に
切
り
替
え

た
。
そ
の
結
果
、
運
用
益
は
前
年

度
か
ら
15
億
円
増
の
17
億
円
に
膨

ら
ん
だ
。
町
は
、
国
債
や
地
方
債

等
の
債
券
運
用
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
度
中

に
町
長
指
示
の
下
、
債
券
の
運
用

に
つ
い
て
検
討
し
た
経
緯
が
あ
る
。

今
後
の
計
画
等
引
き
続
き
運
用
可

能
な
期
間
や
資
金
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。

買
い
物
困
難
者
対
策
は

　
　
　

宅
配
や
移
動
ス
ー
パ
ー
事

業
は
福
祉
や
見
守
り
と
の
組
合
せ

事
業
と
位
置
づ
け
、
重
要
な
「
地

域
社
会
」
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
事
業
者
支
援

と
し
て
、
補
助
制
度
等
の
検
討
が

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

買
物
環
境
の
変
化
に

よ
り
住
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
今
後
、
他
自
治
体
の
事

例
や
事
業
者
の
意
向
、
地
域
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
な
支
援
が

適
切
か
検
討
を
進
め
て
い
く
。

川
かわ
井
い
正
まさ
人
と

 議員
　 基金の債券運用は

　 運用可能な期間や資金の検討を進める

問

答
議員の一言コメント！

福
祉
課
長

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

川
井

川
井

問

物価高騰に伴う影響は、
出産祝い金の増額は

その他質問

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

川
井

移動スーパーのイメージ画

議会だよりができるまで

これからも
読みやすい

紙面作りを目指して

頑張ります！

　　大子議会だより No.226

一 般 質 問
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

　
　
　

猛
暑
か
ら
住
民
の
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
で

あ
る
。
改
め
て
高
齢
者
、
低
所
得

者
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
の
助

成
は
。

　
　
　
　
　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

の
職
員
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

よ
る
見
守
り
や
声
か
け
、
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
注
意

喚
起
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

今
後
は
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

現
時
点
で
一
定
程
度

の
支
援
が
可
能
だ
が
、
諸
般
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ

て
検
討
す
る
。

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　
　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
今

定
例
会
の
補
正
予
算
に
生
活
支
援

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　

国
の
補
正
予
算
が
成

立
し
、
町
と
し
て
迅
速
に
対
応
し

佐
藤

て
い
る
。
ま
だ
確
定
で
は
な
い
が
、

７
月
上
旬
の
臨
時
会
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

斎
場
の
霊
安
室
に
つ
い
て

　
　
　

葬
儀
や
通
夜
等
に
町
の
斎

場
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
遺
体
の

移
動
、
付
添
い
等
を
考
え
る
と
比

較
的
安
価
な
霊
安
室
な
ど
近
親
者

の
宿
泊
の
で
き
る
公
共
施
設
も
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

宿
泊
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
施
設
整

備
、
職
員
の
配
置
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、
旅
館
業
法
の
許
可
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

料
金
を
取
ら
な
い
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

安
全
確
保
の
観
点
か

ら
夜
間
職
員
の
配
置
が
不
可
欠
と

な
る
。
現
在
の
人
員
配
置
の
体
制

等
の
観
点
か
ら
対
応
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

佐
さ
藤
とう

正
まさ
弘
ひろ

 議員
　 エアコン設置費の助成は

　 必要に応じて検討していく

問

答

福
祉
課
長

録画配信はこちらから

▲
▲録画配信はこちらから

　
　
　
町
道
等
管
理
作
業
報
奨
金

の
令
和
７
年
度
の
実
績
と
申
請
団

体
数
は
。

　
　
　
　
　

45
団
体
か
ら
申
請
が

あ
り
、
総
額
で
約
４
５
０
万
円
。

町
道
64
路
線
、
農
道
４
路
線
、
林

道
５
路
線
、
総
延
長
９
万
３
０
０

ｍ
実
施
さ
れ
た
。

　
　
　
費
用
対
効
果
は
。

　
　
　
　
　

令
和
７
年
度
に
業
者

に
委
託
し
た
実
績
は
、
総
延
長
６

万
７
０
０
０
ｍ
、
委
託
料
は
約
２

７
０
０
万
円
で
、
報
奨
金
事
業
の

費
用
対
効
果
は
、
非
常
に
高
い
。

　
　
　
現
在
の
管
理
作
業
報
奨
金

は
、
年
度
内
１
回
限
り
の
交
付
で

あ
る
。
地
域
で
は
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
維
持
の
た
め
、
数
回

の
除
草
を
行
っ
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
年
度
内
２
回
の
交
付
に
拡
充

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

近
年
の
気
候
変
動
で

雑
草
等
の
成
長
が
加
速
し
て
い
る
。

支
給
回
数
の
見
直
し
の
必
要
性
は

感
じ
て
お
り
、
十
分
に
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

町
独
自
の
事
業
者
へ
の
撤
去

費
用
の
確
保
対
策
を

　
　

10
kW
以
上
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
件
数
は
。

　
　
　
　
　

太
陽
光
発
電
の
設
置

に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
た
令

和
４
年
12
月
か
ら
令
和
７
年
度
末

ま
で
42
件
が
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。

　
　

２
０
３
０
年
代
に
な
る
と

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃
棄
時
代

が
訪
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
事

業
者
に
対
し
、
撤
去
費
用
の
確
保

を
町
独
自
で
義
務
付
け
ら
れ
な
い

か
。

　
　
　
　
　

現
時
点
で
は
、
法
的

根
拠
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、

町
独
自
の
導
入
は
困
難
で
あ
る
が
、

町
村
会
等
の
意
見
交
換
の
場
で
、

町
長
か
ら
制
度
の
在
り
方
の
再
検

討
を
求
め
て
い
る
。

菊
きく
池
ち
靖
やす
一
いち

 議員
　 報奨金の対象を年２回に拡充を

　 支給回数見直しの必要性を感じている

問

答

問

菊
池

建
設
課
長

菊
池

建
設
課
長

菊
池

建
設
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

菊
池

菊
池

佐
藤

福
祉
課
長

佐
藤

財
政
課
長

2030年代には大量廃棄時代が来る

図書館、民俗資料館につ
いて、非核平和について

その他質問

大子町斎場の運用改善検討を

問

問生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

佐
藤

佐
藤
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

　
　
　

不
法
投
棄
物
の
種
類
と
危

険
物
の
有
無
、
追
跡
対
応
、
多
言

語
化
看
板
の
検
討
は
。

　
　
　
　
　

粗
大
ご
み（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
等
）
が
多
く
、
生
活
ご
み

も
見
ら
れ
る
。
個
人
情
報
が
確
認

で
き
る
場
合
は
警
察
へ
情
報
提
供

し
連
携
し
て
対
応
す
る
。
町
道
・

林
道
は
町
が
、
国
道
・
県
道
は
関

係
機
関
が
対
応
す
る
。
県
の
監
視

員
制
度
や
通
報
ア
プ
リ
の
活
用
を

進
め
て
お
り
、
地
域
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
も
継
続
的
な
監
視
体

制
の
強
化
を
図
る
。
警
告
性
の
高

い
看
板
や
多
言
語
化
看
板
の
導
入

も
検
討
し
、
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
進
め
る
。

町
の
観
光
誘
致
対
策
は

　
　
　

観
光
入
込
客
数
の
推
移
と

増
加
要
因
、
新
設
道
の
駅
Ｗ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
を
拠
点
と
し
た
周
遊
促
進
策
、

モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
は
。

　
　
　
　
　

観
光
施
設
12
か
所
の

来
場
者
は
令
和
５
年
度
84
万
７
０

０
４
人
、
６
年
度
91
万
２
８
６
３

人
、
７
年
度
91
万
７
３
２
９
人
で

微
増
。
フ
ォ
レ
ス
パ
は
学
校
向
け

Ｐ
Ｒ
、
旧
上
岡
小
は
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
効
果
、
来
て
喜
や
研

修
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
．Ｂ
．Ｄ
は
認
知

度
向
上
等
が
要
因
で
あ
る
。
道
の

駅
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア
案

内
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し

周
遊
を
促
進
す
る
。
モ
ン
ベ
ル
と

の
連
携
は
フ
レ
ン
ド
制
度
等
を
活

用
し
て
い
く
。

高
たか
村
むら

和
かず
成
なり

 議員
　 大子町内の不法投棄対策の現状と看板設置の効果は

　 看板設置を進め、環境美化と不法投棄防止の強化を図る

問

答

高
村

議員の一言コメント！

録画配信はこちらから

▲
▲録画配信はこちらから

　
　
　
空
き
家
を
住
居
利
用
だ
け

で
な
く
店
舗
と
し
て
活
用
す
る
対

策
と
広
報
の
強
化
は
。

　
　
　
　
　

空
き
家
バ
ン
ク
と
空

き
店
舗
バ
ン
ク
の
連
携
を
密
に
し

て
お
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件

を
店
舗
と
し
て
創
業
す
る
際
も
町

の
補
助
金
の
対
象
と
な
る
。

　
　
　
貸
借
物
件
の
所
有
者
が
修

繕
責
任
を
負
う
瑕
疵
保
障
の
制
約

が
貸
し
渋
り
の
原
因
と
考
え
る
。

町
条
例
等
で
借
り
手
側
の
負
担
と

し
、
空
き
物
件
の
貸
借
を
促
進
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

民
法
の
原
則
は
変
え

ら
れ
な
い
が
、
老
朽
物
件
だ
と
賃

貸
借
契
約
で
借
主
負
担
と
い
う
事

例
は
あ
る
。
建
物
の
修
繕
の
必
要

性
や
劣
化
状
況
を
双
方
が
事
前
に

承
認
し
て
か
ら
契
約
す
る
イ
ン
ス

ペ
ク
シ
ョ
ン
制
度
の
拡
充
が
重
要

と
考
え
る
。

大
森

空
き
店
舗
の
貸
し
や
す
い
仕

組
み
作
り
を

　
　
　
飲
食
店
の
空
き
店
舗
は
調

理
設
備
が
あ
り
利
用
価
値
が
高
い

反
面
、
住
居
と
併
用
の
た
め
貸
せ

な
い
事
例
が
多
い
。
町
が
転
居
の

支
援
を
し
て
店
舗
の
貸
借
を
促
進

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

町
営
住
宅
は
提
供
目

的
が
あ
り
転
居
先
に
は
難
し
い
。

民
間
住
宅
へ
住
み
替
え
な
ら
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
や
木
造
住
宅
助
成

金
が
あ
る
。

　
　
　
空
き
物
件
を
町
が
借
り
上

げ
て
、
創
業
希
望
者
に
貸
し
出
す

制
度
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

空
き
家
活
用
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
同
様
の
制
度
設
計
を

進
め
て
い
る
。

大
おおもり
森 勝

かつ
夫
お

 議員
　 空き家を店舗に活用しては

　 制度の活用で後押しする

問

答
議員の一言コメント！

大
森

ま
ち
づ
く
り
課
長

観
光
商
工
課
長

ま
ち
づ
く
り
課
長

問大
森

大
森

ま
ち
づ
く
り
課
長

空き店舗を上手に活用した事例が増えている

生
活
環
境
課
長

高
村

観
光
商
工
課
長

問

観光散策プランを提案で
きる体制構築について、
大子町政の４年間の総括
について

その他質問

回収された不法投棄ゴミ
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

　
　
　
高
齢
者
へ
の
支
援
確
保
は

必
要
で
あ
る
。
町
老
人
ク
ラ
ブ
の

数
及
び
「
湯
っ
た
り
大
子
事
業
」

の
廃
止
の
理
由
は
。

　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
数
は
、
令
和

３
年
度
24
か
ら
現
在
19
に
減
り
、

参
加
団
体
の
要
望
に
対
応
し
、
検

討
し
た
結
果
、
森
林
の
温
泉
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
へ
変
更
し
、
入
湯

税
負
担
を
２
回
か
ら
１
回
と
し
て

い
る
。

　
　
　

入
浴
は
、
意
見
集
約
に
よ

っ
て
は
２
回
と
し
施
策
拡
充
す
る
。

袋
田
の
観
光
状
況
は

　
　
　
昨
年
度
と
今
年
度
の
袋
田

の
滝
の
利
用
者
数
と
収
入
は
。

　
　
　
　
　

令
和
７
年
度
は
約
42

万
人
、
前
年
度
比
約
２
万
人
の
減

少
で
、
収
入
は
約
１
３
０
０
万
円

増
収
で
あ
る
。

　
　
　
通
年
で
の
誘
客
の
推
進
に

対
す
る
連
携
は
。

　
　
　
　
　

袋
田
の
滝
観
光
の
魅

力
ア
ッ
プ
を
地
元
事
業
者
、
観
光

協
会
と
協
力
し
進
め
る
。

交
流
拠
点
施
設
「
Ｂ
．Ｂ
．Ｄ
」

の
運
営
状
況
は

　
　
　
「
Ｂ
．Ｂ
．Ｄ
」
利
用
者
数

と
サ
ー
ビ
ス
状
況
は
。

　
　
　
　
　

令
和
７
年
度
は
利
用

者
数
２
１
０
０
０
人
で
前
年
度
よ

り
約
５
０
０
０
人
増
加
し
、
物
販

や
飲
食
物
、
荷
物
預
か
り
配
送
等

の
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
る
。

　
　
　
「
Ｂ
．Ｂ
．Ｄ
」
は
一
部
の

議
員
提
案
を
受
け
た
事
業
で
、
駅

前
の
治
安
維
持
に
繋
が
っ
て
い
る
。

根
ね
本
もと

厚
あつ
子
こ

 議員
　 町老人クラブ協議会補助金の減額理由は

　 繰越金が多いので運営上問題ない

問

答

録画配信はこちらから

▲
▲録画配信はこちらから

　
　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
運
営
の
概
略

は
。

　
　
　
　
　

道
の
駅
だ
い
ご
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｔ
北
側
町
有
地
に
整
備
し
、
管

理
運
営
は
町
振
興
公
社
を
予
定
し

て
い
る
。
多
目
的
駐
車
場
、
水
飲

み
場
、
足
洗
い
場
な
ど
を
設
置
す

る
。
料
金
は
無
料
で
営
業
時
間
は

９
時
か
ら
18
時
で
ス
マ
ホ
な
ど
で

事
前
の
利
用
登
録
を
し
て
も
ら
う
。

　
　
　

芝
仕
上
げ
の
整
備
を
し
た

が
、
町
産
材
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
や

木
遊
具
な
ど
使
用
し
差
別
化
を
図

っ
て
み
て
は
。

　
　
　
　
　

今
後
、
別
な
場
所
で

の
整
備
計
画
の
際
に
は
参
考
に
し

た
い
。

　
　
　

ペ
ッ
ト
同
伴
周
遊
ル
ー
ト

を
作
成
し
て
み
て
は
。

　
　
　
　
　

県
で
は
昨
年
度
か
ら

需
要
調
査
を
行
い
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
計
画
し
て
い
る
。
当
町
が

進
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
と
の
親
和
性

飯
村

も
高
い
。
受
入
可
能
な
施
設
や
現

状
を
把
握
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
寿
荘
、
豊
年
万
作
の
再
生
、

発
展
へ
の
協
議
は

　
　
　

現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　

福
寿
荘
は
秋
頃
の
営

業
再
開
に
向
け
準
備
中
。
豊
年
万

作
は
、
事
業
者
が
決
ま
り
、
今
後

ペ
ッ
ト
同
伴
宿
泊
の
検
討
も
視
野

に
再
開
を
進
め
る
と
の
こ
と
。

町
民
に
寄
り
添
っ
た
森
林
整

備
事
業
の
運
営
を

　
　
　

イ
ン
フ
ラ
周
辺
森
林
整
備

事
業
は
、
一
括
発
注
し
個
人
負
担

を
軽
減
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

費
用
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
相
談
内
容
に
応
じ
た
対
応
、

事
業
提
案
を
行
う
。

飯
いい
村
むら

剛
たけし

 議員
　 ペットツーリズム全体構想に取り組んでみては

　 需要はあると見込んでいる、検討していきたい

問

答

観
光
商
工
課
長

議員の一言コメント！

飯
村

観
光
商
工
課
長

飯
村

観
光
商
工
課
長

飯
村

観
光
商
工
課
長

飯
村

農
林
課
長

新たな観光地づくりに繋がる「ドッグラン」

問問

観
光
商
工
課
長

根
本

袋田の滝あゆと鯉のぼり

福
祉
課
長

町
長

問

問

根
本

観
光
商
工
課
長

根
本

根
本

ま
ち
づ
く
り
課
長

町
長

大子議会だより No.226　　
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

　
　
　

Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
た
く

ま
る
の
土
日
祝
日
の
電
話
受
付
拡

充
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

電
話
予
約
に
つ
い
て

は
町
が
運
行
委
託
し
て
い
る
交
通

事
業
者
の
営
業
日
に
合
わ
せ
て
対

応
し
て
い
る
た
め
土
日
祝
日
は
電

話
予
約
を
行
っ
て
い
な
い
。
電
話

予
約
の
受
付
体
制
を
大
幅
に
拡
充

し
た
場
合
に
は
、
人
員
配
置
・
運

営
経
費
増
加
が
見
込
ま
れ
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
本
来
の
メ
リ
ッ
ト
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
に
く
く
な
る
側

面
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
機
器
に
不
慣
れ
な
方
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
な

説
明
や
個
別
支
援
を
行
い
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
　
　

町
で
開
催
し
て
い
る
出
張

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
で
ス
マ
ホ
操
作

以
外
に
た
く
ま
る
の
登
録
や
使
い

方
な
ど
を
内
容
に
組
み
込
む
こ
と

介
川

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
か

ら
講
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
事
業

で
あ
る
た
め
、
内
容
に
た
く
ま
る

の
利
用
説
明
を
組
み
込
む
こ
と
は

難
し
い
が
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
の

終
了
後
に
町
職
員
が
た
く
ま
る
の

登
録
方
法
や
予
約
方
法
に
つ
い
て

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
た
め
検
討
し
て
行
き
た

い
。

介
すけ
川
がわ

秀
ひで
男
お

 議員
　 ＡＩ乗合タクシーたくまるの土日祝日の電話受付拡充を

　 ＡＩを活用した本来の運行利点が活かせず困難である

問

答
議員の一言コメント！

録画配信はこちらから

▲
▲録画配信はこちらから

　
　
　

若
者
の
定
住
支
援
と
し
て

奨
学
金
返
還
支
援
す
る
制
度
を
国

や
県
で
進
め
て
い
る
。
町
の
目
的

に
即
し
た
形
で
充
実
さ
せ
実
施
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促

進
と
地
元
就
職
を
後
押
し
す
る
た

め
、
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
医
療
・
介
護
・
保
育
な
ど

の
専
門
的
分
野
の
人
材
確
保
の
た

め
の
支
援
策
は
。

　
　
　
　
　

介
護
職
員
初
任
者
研

修
費
の
補
助
は
行
っ
て
い
る
が
、

定
着
支
援
や
就
業
支
援
は
行
っ
て

い
な
い
。
県
な
ど
の
地
方
就
職
学

生
支
援
事
業
や
奨
学
金
返
済
支
援

制
度
と
の
連
携
も
含
め
、
大
子
町

に
適
し
た
効
果
的
な
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　

空
き
家
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
借
り
ら
れ
る
物
件
が
少
な
い
。

町
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

町
内
の
宅
地
建
物
取

福
田

引
業
者
と
の
連
携
強
化
、
賃
貸
物

件
の
掘
り
起
こ
し
、
所
有
者
へ
の

働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　

国
土
交
通
省
の
都
道
府
県

の
豊
か
さ
で
見
る
と
、
都
市
部
よ

り
茨
城
県
は
豊
か
で
あ
る
。
ア
ピ

ー
ル
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
情
報
発
信
を
始
め

た
。
広
域
的
な
生
活
圏
の
中
で
の

居
住
地
と
し
て
の
魅
力
に
つ
い
て

も
発
信
し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

福
ふく
田
だ
祥
よし
江
え

 議員
　 若者の移住・定住促進のための施策を

　 若者が住み続けたいと思える施策を研究していく

問

答

ま
ち
づ
く
り
課
長

議員の一言コメント！

福
田

ま
ち
づ
く
り
課
長

福
田

ま
ち
づ
く
り
課
長

福
田

ま
ち
づ
く
り
課
長

若者のＵターンＩターンに支援を

ま
ち
づ
く
り
課
長

小学生の登下校時におけ
る熱中症対策について、
児童生徒の目の健康予防
について

その他質問

介
川

ま
ち
づ
く
り
課
長

ＡＩ乗合タクシーたくまるの乗降所

　　大子議会だより No.226

一 般 質 問
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P.17
福
ふく

田
だ

祥
よし

江
え

 議員
若者の移住・定住促進のための施策を

介
すけ

川
がわ

秀
ひで

男
お

 議員
ＡＩ乗合タクシーたくまるの土日祝日の電話受付拡充を

P.16
飯
いい

村
むら

　　剛
たけし

 議員

ペットツーリズム全体構想に取り組んでみては
福寿荘、豊年万作の再生、発展への協議は
町民に寄り添った森林整備事業の運営を

根
ね

本
もと

厚
あつ

子
こ

 議員

町老人クラブ協議会補助金減額の理由は
袋田の観光状況は
交流拠点施設「Ｂ.Ｂ.Ｄ」の運営状況は

P.15
大
おおもり

森 勝
かつ

夫
お

 議員

空き家を店舗に活用しては

空き店舗の貸しやすい仕組み作りを

高
たか

村
むら

和
かず

成
なり

 議員

大子町内の不法投棄対策の現状と看板設置の効果は

町の観光誘致対策は

P.14
菊
きく

池
ち

靖
やす

一
いち

 議員

報奨金の対象を年２回に拡充を

町独自の事業者への撤去費用の確保対策を

佐
さ

藤
とう

正
まさ

弘
ひろ

 議員

エアコン設置費の助成は
補正予算について
斎場の霊安室について

P.13
川
かわ

井
い

正
まさ

人
と

 議員

基金の債券運用は

買い物困難者対策は

町政に ここが聞きたい！これを言いたい！
９人の議員が一般質問

　「一般質問」とは、議員が町の課題や町民の声をもとに、町長や担当課に直接質問をする場のことです。
町の考えや方針を確認し、改善や取組へとつなげていく大切な機会です。
●町民の声や町の課題を取り上げる　●町政の考えや方針を確認する　●改善や新しい施策を提案する　など

◇一般質問とは・・・

傍 聴 の ス ス メ
議会傍聴の手続きは、当日受付で簡単にできますのでお気軽にお越しください！
ステップ１

議会棟入口から入る いざ傍聴席へ♪受付で受付票に氏名・住所等を記載し
受付箱へ入れる

ステップ 2 ステップ 3




